
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

中学生の地理（帝国書院）
中学生の歴史（帝国書院）

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

　広い視野に立って，社会に対する関心を高め，諸資料に基づ
いて多面的・多角的に考察し，我が国の国土と歴史に対する理
解と愛情を深め，公民としての基礎的教養を培い，国際社会に
生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的
資質の基礎を養う。

【授業について】

　授業のねらいの確認を初めに行い、４人班を中心としたグ
ループワークを展開する。授業のまとめには振り返りを記入
し、その日の授業の定着度を確認する。

【授業時実施のテストについて】

　各学期に１〜２回程度の単元テストを実施する。

【提出課題について】

　授業の振り返りを毎回行う。単元ごとに小レポートを作成す
る。また、学期に１〜２回程度のレポートを実施する。

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

【地理】
第１章　世界と日本の地域構成
第２章　世界の様々な地域
【歴史】
第１章　歴史の捉え方と調べ方
第２章　古代国家の成立と東アジア

【地理】
第２章　世界の様々な地域
【歴史】
第３章　武家政権の成長と東アジア

【地理】
第２章　世界の様々な地域
【歴史】
第４章　武家政権の展開と世界の動き

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

我が国の国土や歴史、現代の政治や経済、国際関係などを理解
し、調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめてい
る。

　単元テスト、定期テスト

社会的事象の多面的・多角的な考察、社会に見られる課題の解
決に向けて選択・判断する力、それを説明する力、議論する力
が身についている。

　単元テスト、定期テスト、レポート

社会的事象について、国家及び社会の担い手として、よりよい
社会の実現に向けて、課題を主体的に解決しようとしている。

　観察、単元テスト、振り返り、レポー
ト

１年 社会 よくわかる社会の学習　地理１（明治図書）
よくわかる社会の学習　歴史１（明治図書）
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